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•精神科・内科・企業ナース・独立行政法人のリワークに携わり
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•平成２９年度厚生労働科学研究費補助金・難病患者の地域支援体
制に関する研究班メンバー（ワークブック制作）

•一億総活躍国民会議では難病患者の『就労支援拡充』についてプ
レゼンテーションを行う

中
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な か が ね



難病の人の就労支援

難病の人の就労の際の両立支援



全国ハローワークにおける難病のある方の就職件数



難病患者就職サポーターとは？







H27

H28

現在、H27年度の約3.0倍に増加
（病気を開示した就職者数）

就職者数の変化０１

H23

H29

病気を企業に伝え
ながらの就職





３５８





1. 血液系疾病 11. 皮膚.結合組織系疾病

2. 免疫系疾病 12. 骨・関節系疾病

3. 内分泌系疾病 13. 腎・泌尿器系疾病

4. 代謝系疾病 14. スモン

5. 神経・筋疾病 15. 染色体または遺伝子に変

6. 視覚系疾病 化を伴う症候群

7. 聴覚・平衡機能系疾病

8. 循環器系疾病

9. 呼吸器系疾病

10. 消化器系疾病

難病は１５の疾病群に分類される０２



難病の人の就職支援での特徴 １０３

①疾病の対象（種）が多い

②症状や病状に変動性があるものが多い

③進行性のものがあるのが、そうでないものもある

④障害者手帳を取得していない・できない方が多いの
で一般求人での就職者が多い

⑤通院頻度が週１回～月1回、2回、半年、１年に１回程度と幅

広い。



難病の人の就職支援での特徴 ２０４

⑥軽度～中等度、重度と症状・状態にも幅がある。

⑦病気を企業に伝えないで働いている方も多い。



相談

職業フィッティング

医師
ソーシャルワーカー

ブランク

心理・身体・社会的、どのブランクか？

助成金活用者、又は希望者の方に
は定着支援としての企業訪問

対策

なし

書類作成・
面接対策

応募

採用
あり

事前に受診時に
聞いてみる・・
（整合性）

キャリアチェンジ？キャ
リアアップ？どんな条件
で、どのくらい・・
病気の開示・非開示

相談から就職・定着支援まで

発達障害者・難治性疾患雇用開発助成
金コースを活用する場合は、事前に病

気の開示を行う

０５

相談



社会的
ブラン
ク

身体的ブ
ランク

心理的
ブラン
ク

ブランクの種類と対策 どのブラン
ク？

もしくは、
複数・・

ブランクにより
生じた。精神・
心理面への影響
（メンタルブラ

ンク）

ブランクにより
生じた、社会的
側面への影響
（ソーシャルブ

ランク）

ブランクにより生
じた、身体的な側
面への影響（フィ
ジカルブランク）

０５



医師の
就労へ
の見解

現在の状
態・就労
準備性・
希望・・

企業の雇用
のニーズ

（職種・業種・
就労時間、及び
日数・規模・通

院等）

A・B・Cが一致している状態

３つの調整０６

BA C
初期設定



就労負荷
（労務提供）

（合理的）就業上の配慮

疾病性を事
例性（希望
する配慮）
に置き換え

る

就業上の配慮０６



合理的配慮・・０８

①事業活動へ
の影響の程度

②実現困難度
③費用負担の

程度

④企業規模 ⑤企業の財務
状況

⑥公的支援の
有無

公務・
民間

業種



疾病性の変換０９

１）就業上の配慮事項への変換（情報を収集
し、医療の言葉を就労の言葉に変換）

２）職業マッチング（職業フィッティング）

職種・業種・実際の労務提供の特性・就労付加（日数・
時間数）残業時間・作業・通勤距離・公務あるいは民
間・企業規模などとの親和性



違うところ・強
み・得意

できること
ストレスが
少ないこと

価値を感じる
こと・大切な
こと

通いやすいと
ころ・通える
ところ

職業フォーカシング

疾病性

通勤負荷

求人票化
（絞込み）

疾病性 １０



事例 新規就労時 病気開示での就職

相談者の状況 A氏 病名：クローン病 ３０代 男性 ４人家族 子供２人
発症：４年前（相談時） 通院：３ヶ月に１回 障害者手帳：無し
希望する配慮：排泄への配慮 希望：正社員 ブランク期間：無し
得意と感じること：単純作業でも集中して続けることができる

相談時の状況 相談まで6社を転職、相談時小さな子供を抱きかかえて妻と予約なく来所。現在の就業に

おいて（採用から半年経過）、病気を開示しないで就職したため、トイレの回数が多くな
るため、‘やる気がないんじゃないか’と誤解を受け、人間関係の問題になりつつあり、
誤解を受けないように、今後は「病気を開示して就職したい」と相談。相談開始後、次の
相談時には退職。

就職活動 病気を開示しての応募を希望。医師の就労の見解など、同意のもとに確認。‘一般求人で
のフルタイム勤務可能’医師の就業の際の意見書なども手元に取得している状況。疾病性
に見合った配慮を得ることが可能かどうか、現在までの経験なども踏まえて職業の絞込み
を行い、企業に応募前に病名を伝え、希望している配慮事項について説明。「大型の機械
を入れたので、作業の途中に機械が時々とまる、その間にトイレに行けばいいし、女子ト
イレも使っていないので専用にしたらいい」とあり、書類選考を通じて応募、面接後、発
達障害者・難治性疾患雇用開発助成金コースを活用した就職（正社員）となった。

就職後 採用後、企業・本人の同意を得て、企業訪問。就業している環境を見学、配慮や疾病特性
について経営者に説明。その後、以後２年経過した現在も、正社員として勤務。資格所得
の支援も受け、収入もUPし、継続して就業できている。



難病の人の就労支援

難病の人の就労の際の両立支援



難病の人の就労の際の両立としての取り組み１１

本人

難病患者
就職サ
ポーター

企業・総
務人事労
務担当

産業医

医療機関・担当医

ソーシャル
ワーカー

①希望・
相談

②話し合い・
相談・確認

④連絡・調整・確
認・必要時企業訪

問

③連携・共有
＊本人、および企
業の同意に基づく



疾病・障害等説明書１２



就職の際の助成金１３



自己実現の欲求

承認と自尊心の欲求

所属と愛情の欲求

安全の欲求

生理的欲求

心の
欲求

体の
欲求

私しかできな
い仕事

できる仕事

食べら
れる・
生きる

認めら
れる・
交わる

自分ら
しく

マズローの心理欲求と‘働く’と



ご清聴ありがとうございました。

神奈川 難病患者就職サポーター
中金 りゅうじ

【参考文献など】

○難病情報センターホームページ
○厚生労働省ホームページ 「障害者雇用促進法に基づく障害者差別禁止・合理的配慮
に関するQ＆A。「難病の人の就労支援」「難病対策」
○就労系福祉サービス事業所における難病のある人への支援ハンドブック


